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自ら学び考えることができる生徒  感性豊かで思いやりのある生徒  心身ともに健康な生徒 

 

「居心地の良い学年･学級に」 ６/２２ 放送朝礼講話より      

校長 小島宏一郎                    

おはようございます。１学級２分割の分散

登校も終わり、今日からクラス全員での活動

が始まりました。 

東京都内の新たな感染者数は、ここ４日間

３０名を越えており、まだ安心はできない 

状況です。クラスで委員や係を決めたり、 

当番活動が始まったり、部活動も徐々に活動

を再開していくことになりますが、これまで

通り、感染拡大防止ために、一人ひとりが 

マスクの着用、手洗いなどの感染予防、また、

睡眠の確保や栄養補給などの健康管理に 

努め、気持ちを引き締めて生活していき 

ましょう。 

感染症拡大防止のための数ヶ月の自粛 

期間に、皆さんはニュースや新聞の報道で、

社会の二つの面を見ることができたのでは

ないでしょうか。一つは温かく優しい正の

面、もう一つは厳しく冷たい負の面です。 

正の面では、自分で作ったマスク６１２枚

を山梨県に寄付をした甲府市の中学生の話、

日本を元気付けるため、また医療従事者への

感謝の気持ちを込めて、日本全国４７都道府

県で一斉に花火を上げてくれた花火師さん

たちの話、自主休業中にもかかわらず、毎日

５００食以上の弁当を、困っている人たちに

無料で提供する支援活動を続けている中華

料理店の店主さんの話…。他にも、多くのミ

ュージシャンやアスリートが元気の出るよ

うな動画を公開してくれたり、沢山の企業が

病院や学校にマスクや防護服、消毒薬などの

予防用品を寄付してくれたりしたことが 

報道されていました。大田区の小中学校にも

マスクやフェイスシールドなどを区内の 

いくつかの事業所が寄付をしてください 

 ました。こういった、社会の温かな優しい面

をたくさん見聞きすることができました。 

反対に、冷たい負の面も時々目にすること

がありました。 

医師が感染した病院では、職員や家族の方

が差別され、引っ越しする時に業者から 

キャンセルされたり、タクシーに乗車拒否さ

れたりしたりしたそうです。クラスター 

（感染者集団）が発生した障害者施設では、

「感染した職員をクビにしろ」といった電話

があった。病院で働いている人の子どもが学

校でいじめにあったり、保育園や学校への 

登校･登園を拒否されたりしたケース、 

感染者の多い国の出身者、外国人に対する 

誹謗･中傷も問題になりました。 

ウイルスへの過度な不安によって出現する

「差別・偏見」の拡がりも、一種の感染症 

だといわれています。負の面は、断ち切らな

くてはいけません。 

これから皆さんが作っていく学級や学年

は小さな社会です。温かく優しい居心地の良

い社会を築いていくか、冷たく厳しい居心地

の悪い社会にしてしまうは、 

社会の構成員である 

皆さん一人一人に 

かかっています。 

今日から始まる 

学級作り、学年 

作りに、全員が 

当事者意識をもって 

しっかりと取り組んで 

くれることをお願いします。 

 学校だより 
大田区人権教育研究協力校 
「みんながいる わたしがいる  

さしのべる 生きている」 

令和２年７月１日 

大田区立糀谷中学校 

校長 小島 宏一郎 
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          祝 ダブルダッチ日本一     

          地域のダブルダッチチームに加盟している丸山 紗李さん(1B)・阿部 乃々果さん (1A)  

          が、5 月 5 日に開催された Double Dutch Contst Japan 2020 に出場し、見事２部門 

         （JONIOR PERFORMANCE 部門、JONIOR SPEED 部門）で優勝しました。 



 

 

 

 

日 曜日 予定 日 曜日 予定 

1 水 職員会議 17 金 定期考査〈数(全）･理(全)・英(２,３年)・美(３年)〉 

2 木 部活動仮入部始 18 土 土曜授業日（給食有り）、学習効果測定 

3 金  19 日  

4 土  20 月  

5 日 東京都知事選挙・都議会議員補欠選挙  21 火  

6 月 放送朝礼、安全指導 22 水 進路説明会（３年） 

7 火  23 木 海の日 

8 水 校内研修会 24 金 スポーツの日 

9 木  25 土  

10 金  26 日  

11 土  27 月   

12 日  28 火  

13 月  29 水 職員会議 

14 火  30 木  

15 水 心臓検診、領域別診断テスト(３年) 31 金  

16 木 定期考査〈国(全)･社(全)・英(１年)・音(３年)・美（３年〉･保体（３年）） 

生徒の活躍の 

記録から 

７月の行事予定

  

「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会

を築くための全国的な運動で、令和２年で７０回目を迎えます。今年は、コロナ

の影響で主だったイベントは中止となりましたが、更正を決意した人を社会で受

け入れることや、犯罪や非行をする人を生み出さない地域づくりをするために、

何ができるかを一人ひとりが考える機会としたいものです。 

社会を明るくする運動全国強調月間  

海の月間・全国安全週間（～7 日）  

サポートルームが開室します 
サポートルームは、学習面や行動面などでつまずきのある生徒に対し、一人一人の課題に応じた

指導を行うための教室です。これまでは自身のつまずきに応じた学習を行う生徒は、特定の時間に

専門の学級がある他の学校に通っていましたが、今年度からは学校の中にある｢サポートルーム｣で、

自分に必要な学習をすることができます。 

本校では、東蒲中学校を拠点とする次の巡回指導教員が、毎週金曜日に２階のサポートルームで

個別やグループによる指導を行います。 
 

《巡回指導教員》木島・花房・小林・杉川  （本校主担当は木島教諭） 
 

サポートルームでは、次のような課題に対応した指導を行います。 

◆コミュニケーションを図るのが苦手である。  ◆注意を集中し続けることが難しい。 

◆相手の立場になって物事を考えられるようにしたい。  ◆忘れ物が多い。 

◆感情のコントロールを上手にできるようにしたい。   ◆音読が苦手である。   

◆書くことが苦手である。   ◆計算が苦手である。  

サポートルームの入室についてのご相談は、特別支援教室専門員（サポートルームアシスタント）の 

堀内までお願いします。 

                         担当 サポートルームアシスタント 堀内 

 


